
（第４次豊中市ごみ減量計画）

ハッピー（８％）ごみ減量プラン事業等報告書速報版は、当プランの年度ごとの進捗状況を速報版として

まとめたもので、ごみの状況をみなさまにわかりやすく紹介するとともに、ごみ減量施策の進捗状況に対

し、みなさまからご意見をいただき、今後の事業展開に活かすことを目的としています。

〇計画期間

平成30年度（2018年）から令和9年度（2027年）

基本理念は ○協働で取り組む循環型社会の構築

基本施策は
○廃棄物の減量に向けた発生抑制・再使用と質の高いリサイクル（再生利用）の推進

○廃棄物の適正処理の推進

優先的な

取組み内容は

○食品ロス削減に向けた取組み

○発生抑制・再使用の推進

○再生資源集団回収の推進

○ごみ減量に向けた情報提供

○多量排出事業者におけるごみ減量の促進

○搬入物調査の活用

減量目標

平成28年度（2016年度）

約１０４千ｔ ／ 年

令和9年度（2027年度）

約９５千ｔ ／ 年

ごみの焼却処理量を令和９年度（2027年度）には

平成２８年度（2016年度）実績より 削減８％

個別目標

平成28年度（2016年度）

約４１４ｇ ／ 人 ／ 日

令和9年度（2027年度）

約３８６ｇ ／ 人 ／ 日

家庭系ごみ１人1日当たり量（再生資源除く）

約28ｇ 削減

平成28年度（2016年度）

約４３千ｔ ／ 年

令和9年度（2027年度）

約３８千ｔ ／ 年

事業系ごみ量（再生資源除く）

約5千ｔ 削減

平成28年度（2016年度）

約１５．７％

令和9年度（2027年度）

約１９．３％

リサイクル率

約3.6％ 増加

事業系ごみ排出実態調査の結果

●組成概要

事業系全業種平均のごみ重量比で組成詳細を見ると、プラスチッ

ク類では、袋・シート類の容器包装が12.88％を占め、プラスチッ

ク成型品やストロー等の使い捨て成型品等が4.50％となっていま

す。

紙類では、段ボール箱等の梱包材やその他紙製の容器包装が

13.09％を占め、紙類が全体の35.20％となっています。。

厨芥類は、全体の28.57％を占め、そのうち約6割が食品ロスに

相当します。この食品ロスの約半分は「手つかず食品（50％以上

残存）」で、残り半分は食べ残し等の一般厨芥類となっています。

令和2年度

（2020年度）

全業種平均のごみ組成詳細（重量比：％）

【調査期間：令和2年（2020年）10月7日（水）～10月16日（金）】

発行・お問い合わせ 豊中市環境部減量計画課 Tel：06-6858-2279 E-mail：genryou@city.toyonaka.osaka.jp

株式会社ダイエー、豊中市社会福祉協議会、豊中

市は、第1回消費者庁食品ロス削減推進大賞の審査

委員会委員長賞を受賞しました。

食品ロス削減推進大賞

審査委員会委員長賞を受賞

令和3年（2021年）9月

【大量に廃棄された手つかず食品】

令和3年（2021年）6月1日から、一

部の公共施設に、マイボトルに対応した

給水機を設置しました。利用は無料で

す。

ペットボトル飲料を買う代わりにマイ

ボトルを使用することで、プラスチック

ごみを減らすことができます。

しっかり分別をしてリサイクルするこ

とも大切ですが、環境への負荷を低減す

るため、まずは過剰な使用を抑制するこ

とが大切です。

給水スポットを公共施設6か所に設置 エコショップガイドブックを発行

豊中エコショップを

示すステッカー

「とよなかエコショ

ップガイドブック」

環境に配慮した取組みを

実施している「豊中エコ

ショップ」を紹介する冊子

『とよなかエコショップガ

イドブック』を発行しまし

た。

本冊子では、市内を北

部・中部・南部の3つのエ

リアに分け、最寄り駅ごと

に店舗を紹介。「簡易包

装」「適正発注」「食品リ

サイクル」など、取り組み

内容が一目で分かるアイコ

ン付きで、各店舗を紹介し

ています。

エコショップ各店舗や一

部の公共施設に配架したほ

か、市ホームページにも掲

載しています。

スマートフォンなどに含まれるレアメ

タル等の希少な資源の効率的回収や、蛍

光管等の水銀使用廃製品及び処理施設等

の火災の原因となっている電池類の適正

かつ安全な処理を推進するため、トヨタ

カローラ新大阪(株)の豊中店と東豊中店

に「使用済小型家電」と「水銀使用廃製

品及び電池類」の回収ボックスを設置し

ました。

「使用済小型家電」「水銀使用廃製品及び電池類」

の回収拠点を増設

【拠点数(令和3年3月末現在)】

・使用済小型家電：24箇所

・水銀使用廃製品

及び電池類 ：17箇所

今回の受賞は、平成

31年（2019年）2月

から実施している「官

民一体となった【市内

完結型】フードドライ

ブ活動」を評価いただ

いたものです。

厨芥類
２８．５７

加工原料・調理くず等
１１．８９

食品ロス
１６．６８

プラスチック類
１８．７０

紙類
３５．２０

その他
３．９４

繊維類
４．１２

ゴム・皮革類
１．８８

ガラス類
１．０３

金属類
２．００

木片類
１．３３

草木類
２．５８

陶磁器類
０．６７

手つかず食品
７．７０

食べ残し等
８．９８

容器包装
１２．８８

容器包装
１３．０９

その他
２２．１１

その他（成型品等）
４．５０

ごみ袋
１．３２

市役所第二庁舎 １階ロビー 豊中市中桜塚3-1-1

庄内出張所 豊中市庄内幸町5-8-1

千里文化センター コラボ2階 豊中市新千里東町1-2-2

中央公民館 豊中市曽根東町3-7-3

蛍池公民館 豊中市蛍池中町3-2-1 ルシオーレビル5階

環境事業所 1階ロビー 豊中市走井2-5-5

設置場所

是非マイボトルを使って、環境にやさしいライフスタイルを実践し

てみてください。



令和2年度（2020年度）の取組み

ごみの焼却処理量

令和元年度
415グラム

令和２年度
423グラム

8グラム増
家庭系ごみ1人1日当たり量

令和元年度
60,872トン

令和２年度
62,086トン

1,214トン増
家庭系ごみ量

家庭系ごみ１人１日当たり量・家庭系ごみ量(参考）

・家庭系ごみ１人１日当たり量・・豊中市伊丹市クリーンランドへの家庭系ごみ（可燃・不燃・粗大ごみ）

搬入量（再生資源を除く）の市民１人１日あたり量

・家庭系ごみ量・・・・・・・・・豊中市伊丹市クリーンランドへの家庭系ごみ（可燃・不燃・粗大ごみ）

搬入量（再生資源を除く）の年度合計量

「家庭系ごみ1人1日当たり量」及び「家庭

系ごみ量」は、令和元年度（2019年度）と

比較して増加しています。これは、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止により、片づけに伴

うごみの増加に加え、自炊による調理くず

や、宅配・テイクアウトによる食べ残し・容

器包装類など、家庭内における消費活動の活

発化に伴うごみの増加が主な要因と推察され

ます。

要因分析
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「ごみの焼却処理量」は、令和元年度

（2019年度）と比較して約2,113トン減少

しています。これは、新型コロナウイルス感

染拡大防止措置による休業要請等に伴い事業

活動が鈍化したことにより、事業系ごみ量が

大幅に減少したことが主な要因と推察されま

す。

要因分析

審議会からの評価

令和元年度
103,041トン

令和２年度
100,928トン

2,113トン減
ごみの焼却処理量

最終目標値

95,368トン

国際的にも重要な課題となっている食品ロ

スについて学んでもらおうと、「第20回ごみ

減量オンラインフォーラム 食品ロスの削減

に向けて～もったいないから始めよう～」

を、令和3年（2021年）3月19日(金) ～

21日(日) の期間YouTube配信により開催し

ました。

優良エコショップに認定されている株式会

社ダイエー、生活協同組合コープこうべの取

組みについて知ってもらうとともに、ufufu 

osaka 副代表 龍田 美穂 さんの講演「冷蔵庫

の整理収納から食品ロスを減らす」により、

市民一人ひとりが日常生活で実践できる食品

ロス対策などについてご紹介しました。

第20回ごみ減量オンラインフォーラムを開催

事業系ごみ量

43,099 
43,462 

42,068 

40,848 

37,432 

42,755 
42,469 

41,909 
41,269 

40,615 
40,176 

39,583 
39,072 

38,585 
38,191 

35,000

37,000

39,000

41,000

43,000

45,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（ ｔ ）

要因分析

・事業系ごみ排出量・・・豊中市伊丹市クリーンランドへの事業系ごみ搬入量

（再生資源を除く）の年度合計量

最終目標値

38,191トン

令和元年度
40,848トン

令和２年度
37,432トン

3,416トン減
事業系ごみ量

アダプトシステム事業に認定

令和2年11月、『ブリヂストンタイヤ北大阪販売

(株)』が本市24団体目のアダプトシステム事業として

認定されました。

同社は、グループ全体として長期的な環境活動の方

向性を明確にし、従業員一人ひとりの環境意識を高

め、持続可能な社会の実現に向け、従業員の主体的な

取り組みを促すことをめざしています。

リサイクル率・再生資源の量（参考）
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「リサイクル率」は、令和元年度（2019

年度）と比較して約0.8％増加しています。

これは、新型コロナウイルス感染拡大防止に

より、宅配及びテイクアウトの利用増や自宅

における飲食の増加などによる容器包装の増

加が主な要因と推察されます。

要因分析

・リサイクル率・・・ごみの総量（再生資源含む）に対する家庭系及び

事業系ごみのうち資源化されるごみの合計量の割合

・再生資源の量・・・家庭系及び事業系ごみのうち資源化されるごみの合計量

最終目標値

19.3％

令和元年度
15.2％

令和２年度
16.0％

0.8％増
リサイクル率

令和元年度
18,728トン

令和２年度
19,524トン

796トン増
再生資源の量

優良エコショップ認定証交付式

ufufu osaka 

副代表

龍田 美穂さん

事業所から排出される古紙のリサイクル促進を目的とし

て、「豊中商工会議所」「NPO法人とよなか市民環境会議ア

ジェンダ21」「豊中市伊丹市クリーンランド」と共同で年2

回、豊中市伊丹市クリーンランド内において機密書類リサイ

クル事業を実施しており、令和2年度（2020年度）は、4

月13.67㌧、10月11.07㌧の計24.74㌧の機密書類が豊中

市内の事業所から持ち込まれました。集められた機密書類は

西日本衛材（兵庫県たつの市）に運ばれ溶解処理を行いトイ

レットペーパーに生まれ変わります。

機密書類リサイクル事業を実施

当年度の目標値を達成していますが、新型

コロナウイルス感染拡大による一時的な減少

であることが想定されるため、今後も引き続

きごみの削減に取り組む必要があります。

家庭内における消費活動の活発化を受け、

食品ロス削減に向けた取組みの推進や、プラ

スチック製容器包装など再生資源の適正な分

別・排出につながる周知・啓発が必要です。

発生抑制・再使用の考え方を優先しつつ、

適正な分別・排出に協力いただけるよう周

知・啓発に努める必要があります。

ごみの分別冊子をA3

二つ折りサイズに集約し

たリーフレット「ごみと

再生資源の分け方・出し

方早わかりガイド」を作

成しました。日本語版の

他、英語版、中国語版、

韓国・朝鮮語版、スペイ

ン語版、ベトナム語版も

作成し、単身世帯や外国

人世帯など、より幅広い

世帯に対する周知ツール

として今後活用します。

「ごみと再生資源の分け方・

出し方早わかりガイド」を作成

今後の事業活動の活発化により、事業系ご

み排出量の増加が予測されることから、引き

続きごみの削減に取り組む必要があります。

「事業系ごみ量」は、令和元年度（2019

年度）と比較して約3,416トン減少していま

す。これは、新型コロナウイルス感染拡大防

止措置による休業要請等に伴い事業活動が鈍

化したことが主な要因と推察されます。

作業風景

審議会からの評価

審議会からの評価

審議会からの評価


